
大正10年（1921）石川県立美術館蔵玉井敬泉≪白山図》

譜！班だ感想だ

安井曾太郎《秋の忽沢岳》昭和13年（1938）
長野県信濃美術館蔵

昭和16年（1941）横山大観≪雨後之山さ
富山県水墨美術籠蔵

古賀春江≪夏山》昭和2年（1927）
愛知県美術館蔵

大下藤次郎≪穂高山の麓》明治40年（1907）
東京国立近代美術館蔵

▲ギャラリートーク

撃慧晃旺盛尋ギ帝雪凹凸臣凸汐

巳時／7月21日・28臥8月188・25日

（いずれも木曜質）柑：30・｝

料金／無料（ただし、当日有効の本展覧会

戦覧券が必要です）
定員／各饗20名程度

庄申迅稲

▲ワークショップ

藤署崇隠砂笥『鮒匡◎私も尋原腰を旛這剖

山の風景を描くとしたら、どんな絵を描きまずか？

山の姿形、章木や花々、動物や昆虫‥・

だそして・妖怪たち！？

享≡丁壬≡圭ミ！捌＝

日時／8月4日（木）・5日（金）10：00一｝15：002日連続

会場／1日臼t・城山公園（松本市）、2日員…美術館講座妻・市民アトリエ

料金／1，000円　定員／中学生20名（小学校5・る年生も可）
※雨天の場合は4日のみ、美術館での開催

ヲ周豊国《翻紗畳鰯藷布

▲記念トークショー

『幽細見琶≪約番星と』
ゲストお二人に山での

体禁や感じたことなどを
お朔きしながら、

山を描いた簡素の

繋いも探ります。
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竃州重畳晦蔦詔　捌紬琶弄胴　　糊口稔凝毎転認諾琵琶認

日時／8月288（B）14：00～15・30

会場／美術館多鐙的燕－ル
料金／無料　定異／100名
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辟葡宅閣濫蟻

偲
◇松本バスターミナルからアルピコ交通バス・横田信大循環線5分と松本市美術館］下躍
◇澗松本駅からタウンスニーカー（市内周遊バス）葉コース14分も松本市美術館】下車
OJ段松本駅から徒歩12分　◇長野自動車道松本インターチェンジから率で15分

山
の
絵
の
は
じ
ま
り

「
山
の
臼
」
の
誕
生
を
記
念
し
、
岳
都
・
松
本
が
山
岳
美
術
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

明
治
か
ら
昭
和
前
期
に
か
け
、
雄
大
な
山
容
、
天
空
の
里
を
描
い
た
画
家
た
ち
4
6
人
、
そ
の
よ
り

抜
き
の
1
2
0
点
を
紹
介
し
ま
す
。

山
が
ま
だ
神
秘
の
ヴ
ェ
ー
ル
に
包
ま
れ
て
い
た
こ
ろ
、
人
は
裾
野
か
ら
仰
ぎ
見
て
、
畏
れ
を
抱
い

た
り
、
仙
境
を
想
い
描
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
明
治
3
0
年
代
、
2
0
世
紀
の
幕
開
け
と
と
も
に
近
代

登
山
が
始
ま
り
ま
す
。
地
理
学
者
、
測
量
士
、
山
師
ら
に
ま
じ
っ
て
、
画
家
た
ち
も
ま
た
、
日
本
の
国

土
の
未
開
の
部
分
に
分
け
入
り
ま
し
た
。
広
大
な
神
々
の
庭
、
目
も
く
ら
む
大
滝
、
山
ま
た
山
の
大

眺
望
。
雨
ヨ
嶋
が
と
ど
ろ
き
、
し
の
つ
く
雨
。
そ
の
あ
と
の
燃
え
立
つ
よ
う
な
夕
映
え
。
足
元
の
可
憐
な

花
た
ち
…
。
新
鮮
な
風
景
の
発
見
と
驚
き
は
、
同
時
に
新
た
な
視
覚
の
誕
生
で
も
あ
り
ま
し
た
。
画

家
た
ち
は
、
自
然
の
霊
気
や
息
吹
な
ど
、
そ
の
す
べ
て
に
同
化
し
な
が
ら
未
知
の
色
彩
を
見
つ
け
、

新
し
い
美
を
生
み
出
し
ま
す
。

登
山
が
身
近
に
な
る
に
つ
れ
、
山
の
絵
の
ス
タ
イ
ル
も
多
様
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
人

が
山
に
は
じ
め
て
向
か
い
合
っ
た
原
初
の
体
験
は
、
今
な
お
、
こ
の
上
な
く
み
ず
み
ず
し
い
感
動
を

伝
え
て
く
る
の
で
す
。

山
の
日
制
定
記
念
遥
恨
備
郡
山


